
都道府県名　　山形県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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産地生産基盤パワーアップ事業

 都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

スマート農業推進枠

年
度

導入・定着の取
組の実施内容

作業日誌及び税務申
告書等の資料により
生産コストの確認・
検証を行う。

171.5%

作業効率向上による労働費
削減や面積の増大などによ
り単位面積当たりのコスト
を削減でき、目標を達成す
ることが出来た。

高性能な農業機械のリース導
入により、作業効率が向上し
て労働費が削減され、また順
調に規模拡大ができたことに
より目標に掲げた生産コスト
削減を実現できた。

R3評価

R3評価133.4 608,032

所得税青色申告決算
書、営農計画書、作
業日誌等により生産
コストの削減を検証
する。

264.1%

高性能機械の導入によっ
て、作業効率の向上と経営
規模の拡大が実現でき、生
産コストの削減目標を達成
することができており、今
後も引き続きコスト削減と
産地の拡大に取り組んで頂
きたい。

高性能農業機械のリース導入
により作業効率が向上して規
模拡大が可能となり、生産コ
ストの削減の目標を達成する
ことができており、今後も引
き続きコスト削減を維持でき
るように支援していく。

91.7 454
87,549円
/10a

100.9 500
71,442円
/10a

担い手への集積が計画以上
に進むなか、集積によるコ
スト削減が図られている。
その中で、組合員の療養期
間中にも他の組合員が作付
けを受け持ち経営規模を確
保した。突然の経営変更に
も対応された点を評価する
とともに、今後の対応方針
について、聞き取りを実施
し、次年度以降の経営確認
を行った。

高性能農業機械のリース導入
により作業効率が向上して規
模拡大が可能となり、目標に
掲げた生産コスト削減を実現
できた。

R3評価

舟形町農
業再生協

議会
4

舟形町
舟形、沖
の原、長
者原、福
寿野、太
折地区

水稲

①直播作業機を導入し、生産規模を拡大するとと
もに、生産コストの削減を図る。
②乾燥・調製設備の機能強化を図り、作業効率を
向上させて生産規模の拡大と生産コストの削減を
実施する。
③農地を集約し、作業効率向上を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

97,362円
/10a

-
100,699円

/10a
46.7 -

作業日誌及び税務申
告書等の資料により
生産コストの確認・
検証を行う。

100.0%

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

111,990円
/10a

37 -
100,701円

/10a
43

大石田町
農業再生
協議会

4
大石田町

鷹巣
水稲

①リース方式で高性能機械を導入し、規模拡大を
図るとともに作業効率向上と単位面積当たりの労
働時間を削減する。
②圃場管理システムを活用し、一律な管理から１
筆単位の細やかな管理を行って肥料、農薬等の費
用を削減し、生産コストを削減する。
③肥料や農薬を安価なものに切り替え、物財費を
削減する
④農地中間管理機構を活用した農地集積と集約を
図る。

160,806円
/10a

10.57 57.3
136,551円

/10a
13.65 74

天童市農
業再生協

議会
4

天童市田
麦野、蔵
増、干布

地区

水稲

①高性能機械を導入することにより、作業効率向
上を図り、自身で刈取り等の作業を実施していく
ことで単位面積当たりの労働費および委託費を削
減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法や作業方法等を見直し、また自身で育苗等を実
施することで物財費を削減する。
③実需者から産地指定を受けて、生産拡大を要望
されていることから、中間管理機構等を活用しな
がら積極的に規模拡大にとりくみ面積を拡大して
いく。

生産コスト
の10％以上

の削減
【17.4％削

減】

194,741円
/10a

5.57 12.89

13.6 3,750
決算書等の関係資料
により検証

223.7%

汎用コンバイン導入による
作業効率化の効果や経費削
減努力により、生産コスト
の削減が実現できた。

高性能な汎用コンバインの
リース導入によって刈取りに
係る労働費を削減できたうえ
に、資材費の削減に務めた結
果、目標に掲げた生産コスト
削減を実現できた。

13.1 2,79
13,830円
/10a

14.4 3,220
11,908円
/10a

上山市農
業再生協

議会
3

上山市
山元地区

そば

①汎用コンバインをリース方式で追加導入し、刈
取作業効率を高め、労働費や燃料費を削減する。
また、既存コンバインの負荷を減らすことで修繕
費の削減を図るほか、生産資材等も削減し、生産
コストを削減する。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

15,384円
/10a

R3評価

税務申告書及び収支
決算書（総勘定元
帳）等の資料により
生産コストの検証を
行う。

-42.1%

　作付け面積拡大に関する
目標は達成したものの、生
産コストの削減に関しては
低い達成率となった。
　その要因として、年々高
騰が続く肥料及び農薬等の
コスト増が常態化してお
り、従来より使用している
農機具の修繕に関するコス
トが増加している点が見ら
れる。
　さらに令和２年度は７月
豪雨に代表されるように天
候不順や災害が例年により
多く、その対応のため、肥
料・農薬等の経費の増加
や、新型コロナウイルス感
染症に関する被害防止のた
め、対策として販売に関す
る取組経費や感染症対策経
費などの費用が増加した。
　取組主体に対し、上記の
ような外的要因による事業
経費の増加も踏まえ、十分
に精査した上で削減可能な
経費を削減しつつ、さらな
る経営規模を拡大し、目標
達成に向けて取り組むよう
指導した。

突発的な農機具故障による修
繕費の増加や天候不順による
病害虫防除費の増加等で、予
定以上に経費がかかり、達成
率が低くなった。
経費全般を見直し、安価な農
薬・肥料を使用する等経費削
減を進めるように指導した。

R3評価
92,339円
/10a

48 278
107,266円
/10ａ

49.3 230
寒河江市
農業再生
協議会

3

寒河江市
高松地

区、白岩
地区

水稲

①高性能機械の導入により作業効率を高め、労働
費を削減する。
②作業効率の向上に伴い、規模拡大を図る。
③生産に必要な肥料・農薬といった資材の購入方
法を見直し、物財費を削減する。
④圃場管理システム等の導入を研究し作業効率の
向上を図る。
⑤密苗栽培に取組み、育苗資材に係るコスト低減
と省力化を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.2％削

減】

102,846円
/10a

37.5 217

又は処理量 又は処理量 又は処理量

年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)
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4,249,42

3

税務申告における収
支内訳書及び作業日
誌等の関係資料によ
る。

117.4%

　経営規模の拡大や高性能
機械の導入による作業効率
の向上により、単位面積当
たりのコストを削減し目標
を達成することができた。

　高性能機械のリース導入に
よる労働時間の削減と経営規
模の拡大によって、単位面積
当たりのコストを削減するこ
とができ、その結果、目標に
掲げた生産コスト削減を達成
できた。

R3評価
2,620,77

0
108,339円

/10a
651.9

8
3,846,68

2
106,225円

/10a
683.2

規模拡大が計画通りに進ま
ず、成果目標である「生産コ
ストの削減」の目標達成には
至らなかった。受託面積を積
極的に増やして規模拡大によ
るコスト低減を進めるととも
に、現在の経営状況を見直
し、コストが削減できる部分
を中心にこれからもコスト削
減の強化を行っていくように
指導していく。

R3評価

鶴岡市農
業振興協

議会
3

鶴岡
羽黒
藤島
櫛引
朝日
温海

水稲

・規模拡大に伴い高性能機械をリース導入して作
業効率を高めて10a当たり労働時間を削減する
・肥料や農薬を安価なものに切り替え、物財費を
削減する
・中間管理機構を活用した農地集積と規模拡大を
行う
・直播栽培や疎植栽培（37～60株/坪）、密苗等の
省力技術を導入・拡大し、コスト削減方法を確立
するとともに生産性向上を図る

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

120,481円／
10a

438.9
9

184,157円
/10a

42.5 262,650
実施主体の作業日

誌、申告書類等によ
り検証する。

-274.2%

主に生産性の向上や作業の
効率化を目的とした農業用
機械等の導入により、減価
償却費が増大してしまった
ことからR1年度と比較して
コストが増大する結果と
なった。今後については効
率的な作業体系の確立と規
模拡大を積極的に進め、コ
スト削減すべく項目を検討
していくことで目標達成を
目指すよう指導していく。

141,228円
/10a

37.5 -
125,574円

/10a
57 -

飯豊町農
業振興協

議会
3

小白川
萩生
椿

水稲

①高性能農業機械の導入に伴う作業の効率化によ
る労働時間の削減
②疎植栽培の拡大に伴う春作業（育苗）の労力軽
減による労働時間の削減
③肥料、農薬等の見直しによる物財費の削減
④受託面積の拡大による規模拡大

生産コスト
の10％以上

の削減
【11.1％削

減】

決算書・確定申告書
等により確認する。

34.6%

　川西町は農業者の高齢化
が顕著であり、担い手への
農地集積が課題となってい
る。
　本事業を活用したことで
取組主体への農地集積が図
られて作業効率が向上して
いる。
　昨年度については、今後
も農地集積が進むことが想
定されることから、正社員
雇用を行ったことにより目
標を達成することができな
かったが、経営努力等によ
り、多くの項目で生産コス
ト削減が図られている。
　今後も肥料等のコスト削
減を継続するよう引き続き
指導を行う。

今後の農地集積を想定して労
働力確保の観点から正社員を
雇用したり、除草剤の追加散
布や土づくりのための経費な
ど突発的な費用が発生したこ
とにより、全体的なコストと
しては現状値を上回っている
が、しかしながらコストを削
減できている部分もある。当
年産の水稲生産においては、
削減できる経費についてはよ
り多くのコスト削減を行い、
また規模拡大を図っていくよ
う指導していく。

R3評価
110,181円

/10a
28 172,480

118,279円
/10a

22 135,520
川西町農
業再生協

議会
7 中郡 水稲

①乾燥・調製・選別の一貫体制の構築に伴う使用
料の削減
②フレコン出荷による作業時間の短縮
③中間管理機構を活用した農地集積による作業効
率向上

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

122,560円
/10a

16.4 100,245

税務申告における収
支決算書等により販
売額の増加を検証す
る。

128.9%

高性能コンバインを導入し
た結果、作業効率が向上し
て単位面積当たりの労働時
間が削減され、さらに規模
拡大が可能となり目標を達
成できた。

高性能なコンバインのリース
導入により、作業能率が向上
して労働時間の削減と規模拡
大が実現でき、目標に掲げた
生産コスト削減を達成でき
た。

R3評価
106,216円

/10a
23 -

102,765円
/10ａ

28 -

R3評価

真室川町
農業再生
協議会

9 及位 飼料用米

①高性能コンバインを導入し、作業効率を高めて
単位面積当たりの労働時間を削減する。
②飼料用米の生産圃場の団地化を図り作業効率を
高める。
③肥料、農薬等の物財費を削減して生産コストを
削減する。
④ＳＧＳの生産・販売により収益性を確保する．

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

118,153円
/10a

19 -

87 -

税務申告や収支決算
書、作業日誌等によ
り生産コストの低減
を検証する。

120.9%

農業機械の導入は規模拡大
と生産コストの軽減に繋が
り、目標達成に至ってい
る。

高性能なコンバインのリース
導入により、作業能率が向上
して労働時間の削減と規模拡
大が実現でき、目標に掲げた
生産コスト削減を達成でき
た。

79 -
42,538円
/10a

89 -
41,543円
/10a

真室川町
農業再生
協議会

8

真室川、
大沢、差
首鍋、及
位、大滝

大豆

①規模拡大に対応するため高性能コンバインを導
入し、作業効率を高めて単位面積当たりの労働時
間を削減する。
②肥料、農薬等の物財費を削減して生産コストを
削減する。
③大豆の生産圃場の団地化を図り作業効率を高め
る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

47,301円
/10a

所得税青色申告決算
書、営農計画書、作
業日誌等により生産
コストの削減を検証
する。

170.0%

作業効率向上による労働費
削減や面積の拡大などによ
り単位面積当たりのコスト
を削減できている。今後は
異常気象や病害虫の対策等
予期せぬことにも適切に対
応できるよう準備し、引き
続きコスト削減に取り組ん
でいくよう指導していく。

コスト削減の目標を達成する
ことができた。今後もコスト
削減状況を維持できるように
支援していく。

R3評価
96,023円
/10a

43.5 237,946
88,461円
/10a

45.5 212,470
舟形町農
業再生協

議会
10

富田1、
富田2

水稲

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入
し、作業効率を高め、労働費を削減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法や作業方法等を見直し、物財費を削減する。
③疎植栽培と粒状側条施肥の導入による種苗費、
育苗及び定植、基肥施肥に係る労働時間の削減に
取り組む。
④農地中間管理事業を活用して経営規模を拡大す
る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

106,831円
/10a

35.4 144,950

作業効率向上による労働費
削減や面積の増大などによ
り単位面積当たりのコスト
を大幅に削減できている。
異常気象や病害虫の対策等
予期せぬことにも適切に対
応できるよう準備し、今年
度の取組も引き続き取り組
んでいくよう指導を徹底し
ていく。

作業効率向上による労働費削
減や面積の増大などにより単
位面積当たりのコストを大幅
に削減できている。引き続
き、コスト削減状態を維持で
きるように支援していく。

R3評価397,740
67,643円
/10a

105.9 474,195

所得税青色申告決算
書、営農計画書、作
業日誌等により生産
コストの削減を検証
する。

291.9%

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.3％削

減】

96,887円
/10a

70.4 308,610
86,867円
/10a

77.8
舟形町農
業再生協

議会
6 富長地区 水稲

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入
し、作業効率を高め、労働費を削減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法や作業方法等を見直し、物財費を削減する。
③疎植栽培の導入による種苗費の削減及び育苗に
係る労働時間の削減
④農地中間管理事業を活用して経営規模を拡大す
る。
⑤高速かつ正確に疎植が可能な田植機の導入によ
り、種苗費の削減及び育苗に係る労働時間をさら
に削減する。



H
28

ha t
H
32

ha t R2 ha t

H
28

ha kg
H
32

ha kg R2 ha kg

H
29

ha t
H
32

ha t R2 ha t

高性能機械のリース導入に
よって労働時間の削減と規模
拡大が可能となり、生産コス
トの削減の目標を達成でき
た。

R3評価
89,735円
/10a

44.8 254

税務申告における収
支計算書及び作業日
誌等の関係資料によ
る。

183.4%

高性能機械の導入によって
作業効率が向上されて規模
拡大が可能となり、生産コ
ストの削減の目標を達成で
きた。

110,374円
/10a

34.1 192
99,118円
/10a

37 218
遊佐町農
業振興協

議会
1 稲川 水稲

①農地の受託を中心とした規模拡大を行いながら
農地の集約も図り作業効率を高める。
②規模拡大に伴い乾燥調製に係る委託料負担が大
きくなることから、乾燥機・選別機を新規導入
し、自前での実施に切り替えて効率的作業体系を
確立し、コスト削減を図る。
③栽植密度の見直しによる育苗箱数の低減、育苗
に係る労働の効率化と削減、栽植密度を疎植にし
つつも苗の分けつにより穂数を確保するような収
量、品質を確保する栽培技術の習得等により生産
コスト削減と収量品質の安定を図る。
④無人ヘリコプターによる委防除をドローン導入
により自前の防除を行う。
⑤大型コンバインを導入し、作業効率を高めて労
働費を削減する。また、導入するコンバインは、
収量コンバインであることから、圃場ごとの食味
や収量データを取得し、品質、収量、食味の向上
対策に活用するとともに、圃場ごとの施肥管理に
活用して過剰施肥を削減し、物財費を削減する。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.2％削

減】

186,690

営農計画書・出荷伝
票や収支決算書、作
業日誌及び税務申告
書等の資料により生
産コストの確認・検
証を行う。

97.8%

構成員1名はH30年に死去し
たため本計画から離脱し
た。
残りの構成員2名が、高性能
機械のリース導入で労働時
間を削減するとともに、経
費の見直しにより不要な出
費を抑えたことにより、目
標を概ね達成できた。

本計画の構成員1名がH30年に
死去して計画から離脱した。
残りの2名が高性能農業機械の
リース導入により労働時間を
削減し、さらに経費の見直し
により不要な出費を抑えた結
果、目標に掲げた生産コスト
削減を概ね達成できた。

R3評価425,614
103,374円

/10a
89.93 541,379

103,627円
/10a

35.1
庄内町農
業再生協

議会
6

古館、玉
坂、東大

乗向
水稲

①規模拡大に伴い高性能機械を導入し、作業の効
率向上を図って単位面積当たり労働時間及び物財
費を削減する。
②農地集積（中間管理機構の活用）により、作業
効率を向上して単位面積当たり労働時間及び物財
費を削減する。
③直播栽培や疎植栽培（37株／坪）等の省力技術
を拡大することで、コスト削減方法を確立すると
ともに生産性向上を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

114,976円
/10a

71.11

悪天候や燃料費高騰により、
目標値には達しなかったが、
高性能農業機械のリース導入
により、労働時間の削減が図
られ、生産コスト削減の目標
を概ね達成できた。

R3評価
110,129円

/10a
120 726

営農計画書・出荷伝
票や収支決算書、作
業日誌及び税務申告
書等の資料により生
産コストの確認・検
証を行う。

93.7%

機械導入によるコスト削減
や面積の拡大は認められる
が、悪天候や燃料費高騰に
より削減効果は低調となっ
た。
関係機関と調整し、気候変
動や燃料費高騰を受けたコ
スト削減方法の再検討し、
目標達成を図る。

121,644円
/10a

87 537
109,357円

/10a
112 691

三川町農
業再生協

議会
3

東郷地
区、横山
地区、押
切地区

水稲

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入
し、作業効率を高め、労働費を削減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法を見直し、物財費を削減する。
③農地中間管理機構を活用して経営規模を拡大す
る。
④疎植栽培を導入し、種苗費及び育苗に係る労働
時間の削減を行い、生産コストの削減を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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果樹
2,395

果樹
44,544

19.42
54.9万円

/10a
果樹
1,542

果樹
59,719

果樹（さ
くらん
ぼ、ぶど
う）

村山市1
村山市地
域農業再
生協議会

決算報告書や申告
時に用いる各種書
類の生産により算

出

184.3%

動力散布機や草刈機の導
入により、防除や栽培管
理の作業効率が向上し
た。気象条件が良く、収
量が増加し、販売額を確
保することができた。
新植園地の栽培管理を徹
底により収量を増やし、
新たな販路の拡大に努め
るよう指導した。
また、農地の集積が思う
ように進んでいないた
め、耕作放棄地を中心と
した作付面積の増加に取
り組むよう計画してい
る。

事業効果の発現によ
り、目標値を達成する
ことができている。
特に担い手が減少し、
労働力の確保が厳しい
中で、導入した農業用
機械を有効活用して高
品質な製品の生産がで
きている。
農地の集積が思うよう
に進んでいないため、
耕作放棄地等を活用し
た面積の集積を進める
よう指導を行った。

R3評価
啓翁桜
174

401 337 1.19
134,506
円/10a

啓翁桜
347,186

啓翁桜
172

113,158円
/10a

48
啓翁桜
311,808

48.0
啓翁桜
238,669

啓翁桜
172

112,101円
/10a

53.27
東根市農
業再生協

議会
3

東根
高崎

啓翁桜

・動力散布機（SS)、乗用草刈機の導入により品質や
生産性の向上等を目指すとともに、担い手への農地
集積や集約化を図りながら作業効率の向上を目指
す。

販売額の
10％以上の

増加
【31.1％増

加】

85,523円
/10a

R3評価

さくらん
ぼ
0.791

ぶどう
0.748

西洋なし
0.893

もも
0.600

りんご
0.949

90.3万
円/10a

決算報告や申告時
に用いる各種書類
の積算により算出

-131.5%

生産者の努力と、施設・機械の
導入により半数以上の取組主体
については、目標値以上、また
は一定の効果を得ることができ
た。さくらんぼについては、買
い取り単価が高かったことや、
雨よけハウスや暖房機の導入に
よる安定生産・長期出荷が販売
額増につながった。ぶどう栽培
についても同様に、雨よけハウ
スや冷蔵庫の導入により安定生
産・長期出荷となった。西洋な
し、りんごについては棚や冷蔵
庫導入により、品質の向上、長
期出荷が可能になったが、降
雹・強風被害や黒星病等の影響
により生産量減となった。ま
た、小玉傾向や着色量が少な
かったことから製品化率が低下
し販売額減となった。病害虫対
策として、関連機関から積極的
に情報の収集に努め、動力散布
機や草刈り機を用いて効率的に
防除、栽培環境整備を行うよう
指導した。気象変動対策とし
て、ハウスの保守点検を適宜行
い、気象情報のチェックをこま
めに行うよう指導した。販売額
10％以上の増加を実現するため
に、関係機関と連携し、達成率
が低かった主体を中心に営農指
導を行い目標達成に努める。

生産量、販売額、作付
面積のいずれも目標を
上回る結果となってい
るが、単価が思うほど
伸びず、目標達成に至
らなかった。
面積の集積は目標以上
に進んでいるため、ま
ずは生産量を拡大し、
販売額の確保に努める
とともに、品質の安定
化による単価向上の取
組みを行うことについ
て、特に実績の低い主
体を中心に改善指導を
強化するよう指導し
た。

75.9
果樹

920,202
果樹
1,212

さくらん
ぼ
1,790

ぶどう
714

西洋なし
326

もも
325

りんご
241

さくらん
ぼ
2,262

ぶどう
954

西洋なし
365

もも
542

りんご
254

116.0万円
/10a

71.38
果樹

833,502
果樹
994

114.1万円
/10a

販売額の
10％以上の

増加
【10.7％増

加】

104.8万円
/10a

69.45
果樹

782,372

東根市農
業再生協

議会
1

東根
小田島
大富
長瀞
神町
若木
東郷
高崎

果樹（さ
くらん
ぼ、ぶど
う、西洋
なし、日
本なし、
りんご、
もも、
柿)

・さくらんぼ、ぶどう雨よけ施設・ぶどう棚の導入
・暖房機導入や被覆材、開閉装置導入等によるさく
らんぼハウスの機能向上
・さくらんぼ雨よけ栽培からさくらんぼハウス栽培
へ移行
・西洋なし棚の導入
・動力散布機（ＳＳ）、選果機、冷蔵庫の導入
・乗用草刈機、梱包機の導入
により品質や生産性の向上等を目指すとともに、担
い手への農地集積や集約化を図りながら作業効率の
向上を目指す。

R3評価

R3評価

さくらんぼの栽培農家
については、取組主体
ごとに見ると、販売額
の面で目標を上回る数
字となっており、事業
による効果は見受けら
れる。一方で、ぶどう
が豪雨の影響で生産が
伸びなかった。
近年気象による栽培へ
の影響を受けることが
多くなっているため、
気象変動にも対応でき
る栽培方法の検討を指
導した。また、労働力
の確保についても課題
として残っているた
め、産地としての取組
みを検討するよう指導
した。

ぶどうの栽培農家につい
て、7月豪雨の影響で生産量
が減少し、目標には至って
いない。施設整備による安
定生産、気象に合わせた適
切な生産管理により販売額
の増加を期待していきた
い。。

2.1%
確定申告書及び販
売伝票等の関係資

料による

44.1万円
/10a

68.2%

雨よけ施設等の導入によ
り、収穫量の確保と品質が
改善され販売額が概ね目標
を達成した。
自動皮むき機等の機械導入
により作業効率が上がり、
高品質果実を安定的に出荷
することができた。
一方で、西洋なし等の栽培
において霜や多雨など、生
育環境による影響も大きい
ため、適期防除の徹底を指
導した。

事業実施により、品質
の向上及び生産量の増
加に貢献しており、生
産量及び単価において
は目標を上回る実績と
なっている。
一方で、達成率は未達
となっているため、気
象の影響を受け生産に
影響のあった西洋なし
等については、目標達
成に向け生産向上の取
組みを実施するよう指
導した。

果樹
943

18.91
48.7万円

/10a
果樹
1,654

果樹
50,271

18.91
44.0万円

/10a

販売額の
10％以上の

増加
【10.7％増

加】

雨よけ施設、細霧冷房装置の導入による高品質安定
生産での収量増加、担い手への園地の集積、労働力
の確保

さくらん
ぼ
0.791

ぶどう
0.748

さくらん
ぼ
2,262

ぶどう
954

さくらん
ぼ
1,790

ぶどう
714

R3評価
果樹
707

さくらん
ぼ
1,934
シャイン
マスカッ
ト
1,137
ぶどう大
粒
876
デラウェ
ア
692
西洋なし
310
かき
1,864
すもも
421

さくらん
ぼ
2,198
シャイン
マスカッ
ト
1,468
ぶどう大
粒
1,341
デラウェ
ア
931
西洋なし
371
かき
1,989
すもも
658

さくらん
ぼ
0.880
シャイン
マスカッ
ト
0.775
ぶどう大
粒
0.653
デラウェ
ア
0.743
西洋なし
0.836
かき
0.937
すもも
0.640

970千円
/10a

果樹
326.5

果樹
686

21.6
果樹

334.77
15.94

果樹
292

果樹
490

1,004千円
/10a

22.29
確定申告書及び販
売精算書等の関係
資料により検証

1,094
上山市農
業再生協

議会
1

上山市
西郷

久保手
東

中川
本庄
宮生

三千刈

果樹
（さくら
んぼ、ぶ
どう、西
洋なし、
すもも、
かき）

雨よけ施設・西洋なし棚・暖房機の導入により高品
質果実安定生産に取組むとともに、選果機・冷蔵
庫、高所作業車、自動皮むき機を導入して高品質果
実を安定的に出荷することにより、産地のブランド
力向上に取組む。

販売額の
10％以上の

増加
【11.9％増

加】

897千円/10a

312 367 0.850
444,734
円/10a

西洋梨品種別販売
実績で検証

-318.2%
523,492円

/10ａ
56

果樹
967

果樹
303

果樹
260

717,557円
/10a

56
果樹
1472

果樹
273

寒河江市
農業再生
協議会

4

寒河江
市、河北
町、西川
町、大江
町、朝日

町

①剪定や摘果等の栽培管理の徹底による西洋なしの
大玉化と選果装置の光センサー等の導入によって、
より正確な糖度と内部障害等を測定して有利販売に
つなげる
②重点市場や直接販売を重視した取引量の拡大

果樹
（西洋
梨）

販売額の
10％以上の

増加
【10.0％増

加】

652,323円
/10a

56.0
果樹
1400

大雨による収量の減によ
り、取扱い数量が前年比
90％、計画策定時と比較し
て69％と大幅に減少してい
る。販売単価は、計画以上
の結果となっていることか
ら、災害対策も含め、収量
の安定確保に重点的に取り
組む必要がある。

事業効果により高品質
化が図られ、販売単価
の向上につながってい
る。
一方で、取扱数量が令
和２年７月豪雨の影響
で大幅に減少してお
り、目標を下回る結果
となった。
気象災害に対応できる
栽培方法を検討するこ
とに加え、安定生産が
図られるよう取組みを
検討するよう指導し
た。

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

出荷量 出荷量 出荷量

スマート農業推進枠

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

年
度 導入・定着の取

組の実施内容

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

事業実施
前年度

目標年度
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719,303円
/10a

50.5
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
366.1

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
992

824,100円
/10a

総販売額の
10％以上の

増加
【54.9％増

加】

5,473万円 5.2
すいか
288

最上町農
業振興協

議会
4 最上町 にら

①マルチロータリーの導入により定植作業の効率化
と生産規模拡大を図り、出荷量の増加と安定供給の
産地形成を推進する
②にら調整機の導入により出荷作業における結束か
ら切断までの自動化を図り、効率的な調整と作業効
率の向上を実現する
③予冷庫1台（1坪タイプ）の導入により、効率的な
出荷体制を確立され生産規模拡大が見込まれる
以上により、定植作業の効率化と生産規模拡大を図
る

総販売額の
10％以上の

増加
【16.5％増

加】

販売伝票、もが
み中央農業協同
組合の販売実績
等で確認する

-71.4%

　５月に一部雹害の影響
により、出荷が遅くなっ
た地区もあった。栽培管
理を徹底し、株更新も進
めながら収量増加を期待
する。また、昨年度に引
き続き栽培面積の拡大に
努めて欲しい。

本事業での機械導入に
よって調整作業の効率
化が図られており、目
標面積を超えて規模拡
大が達成されている。
雹害の影響で出荷が遅
くなったこと、株更新
が進まないことが要因
で出荷量が伸び悩んで
いるが、定植機による
効率的な定植を行い、
株更新を進めて、品質
向上・収量増加に努め
てほしい。

23,622千円 1.28
きゅうり
118.7

R3評価
ねぎ

292,230
ねぎ
375

764千円/10a
真室川町
農業再生
協議会

3
真室川町

全域
ねぎ

・長ねぎ選別機の導入による安定した品質、規格の
ねぎの選別・出荷作業を図る。
・安定したねぎの品質を確保するために収穫したね
ぎを自動で、根切り、皮むきを行い出荷・調整作業
を図るためにネギネギトリマーの導入及びコンプ
レッツサーの導入。
・ラジコン動噴を導入し、防除管理を徹底し出荷量
を増加させる。

販売額の
10％以上の

増加
【10.7％増

加】

690千円/10a

※平26-平28
13.65

ねぎ
340,567

構成員の青色申
告書、営農計画
書等により販売
額の増加を検証
する。

448.5%

目標は達成しているもの
の、農業者の離農が影響し
作付面積は減少している。
若手農業者による栽培面積
の増に期待するとともに、
広域農協の選果場の利用を
実現できるよう働きかけ、
規模拡大できる環境を整え
ながら取組を進めていく。

高単価により販売金額
の目標は達成している
が、離農者もおり、面
積・収量とも目標に達
していない。担い手確
保・若手生産者の技術
向上、計画的な農地拡
大について引き続き指
導を行う。

1,022千
円/10a

368 360 1.02214.07
ねぎ

391,146
ねぎ
275

1,000千円
/10a

10.96
ねぎ
276

111,376千円 16.5
にら

235.95
にら
472

129,750千円 17.3
にら
259.5

にら
500

116,469千
円

17.4
98,262
千円

R3評価
きゅう

り
115.32

きゅう
り
311

276 357 0.7731.54
きゅうり
144.8

きゅうり
199

35,811千円 1.48

R3評価
にら
184.8

にら
630

567 672 0.844

きゅうり
199

28,813千円
最上町農
業振興協

議会
3

最上町
全域

きゅうり
機械導入により生産規模拡大と品質向上に注力し産
地化形成を推進する。

総販売額の
10％以上の

増加
【22.0％増

加】

27,723
千円

販売伝票、もが
み中央農業協同
組合の販売実績
等で確認する

79.0%

平成30年度からJAの共選
場を利用することにより
選別箱詰めの時間を栽培
管理に充てることがで
き、生産量が増加し目標
値を大きく上回った。生
産性の向上により安定し
た収量を出荷することが
出来た。

本事業での機械導入に
よって防除作業が効率
的に行われ、品質向上
につながった。販売単
価も高めに推移し、目
標販売額は大きく超え
ているが、生産量が伸
び悩んでいる。個人差
も大きいため、栽培管
理を徹底し、単収の増
加に努めていただきた
い。

R3評価
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ

ｽ
396

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ
ｽ

1,153
1,211 1,324 0.91559

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
483.8

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,005

899,326円
/10a

50.77
822,884
円/10ａ

R3評価

全量契約栽
培で市場価
格に左右さ
れないた

め、価格補
正を行わな

い。

人参
16.6

人参
100

10
人参
350

人参
60

34千円/10a 4.511千円/10a 10.0
人参
3.8

人参
278

210千円/10a

構成員の販売金額
を作付面積で除し
た10a当たりの金額
について、平成29
年度と平成32年度
を比較し、10％以
上増加しているか
確認する。青色申
告決算書、営農計
画書等により、販
売額の増加を確認
する。

11.6%

取組み当初の生産者が減
少したが、生産技術が
徐々に向上し、収量を増
やし、10a当たりの販売
額という目標を超えるこ
とが出来てくると、生産
者数も増加すると思われ
る。団地化を目指した生
産者の拡大も視野に入れ
ていいるため、習得した
技術を活かした今後の生
産拡大を期待する。

課題であった販売先につ
いてJA担当者の尽力によ
りマッチングに成功した
ことは大変喜ばしいが、
販売単価については交渉
が必要である。有利に価
格交渉を進めるために
も、更に収量・品質を向
上させていく必要があ
る。
JAで栽培志向者の発掘に
尽力しており、徐々に栽
培者が増えてきている
が、まだ目標面積には遠
く及んでいない。本合海
地区において人参団地化
を目指すとのことなの
で、引き続き目標面積の
達成に向けて取り組んで
いただくよう指導してい
く。

最上町農
業振興協

議会
1

最上町
全域

露地野菜
（アスパ
ラガス）

・アスパラガスの生産規模・生産量拡大に対応でき
るよう集出荷施設の増設をする。また、品質向上を
図るため予冷庫を導入し「アスパラガス」ブランド
の向上を図る。
・生産規模拡大と品質向上に注力し産地化形成を推
進するため、年次計画を立てて生産資材と農業機械
を整備する。

販売額の
10％以上の

増加
【14.6％増

加】

新庄市農
業再生協

議会
3 新庄市

露地野菜
（にんじ
ん）

①実需者からの需要があり、また、雪室保存により
高付加価値を実現しやすい園芸作物（ニンジン）へ
の作付転換を図り、産出額の向上を図る。
②作物の生産に必要な作業機械を導入し、効率的な
作業体系を構築する。
③ニンジンの高品質・安定生産のため栽培技術の高
位平準化を目指し、販売額10％以上の増加を実現す
る。

販売額の
10％以上の

増加
【1809.1％

増加】

販売伝票、もが
み中央農協の販
売実績等で確認

する

98.8%

高齢化により離農される方が
みられ、栽培面積の減少が危
惧される。担い手の掘り起こ
しを今一層に推進するには、
現在の栽培体系を新たに構築
し、労働環境の整備や作業の
効率化をすすめる必要がある
と思う。生産量および生産額
は増加傾向にあるが、目標を
達成できていない。目標達成
実現のためにも、生産者が生
産に専念できる体制を構築
し、省力化・ブランド化の向
上を図り、販売額の増加に繋
げていただきたい。

単価は堅調に推移して
いるが、高齢化による
離農者の増加、一部の
圃場での茎枯病の蔓延
により栽培面積が減少
しており、収量が伸び
悩んでいる。営農継続
と新たな担い手の確保
のためにも病害虫対策
の徹底と省力化技術の
確立が必要である。ま
た農家によって単収の
差が大きいため、生産
量が低い農家の底上げ
をしていくためにも、
適期防除・栽培管理を
徹底するよう指導して
いく。

すいか
190

契約販売
により、
単価が市
場に影響
されない
ため補正
しない

確定申告書及び
販売伝票等の関
係資料による

91.9%

令和2年度は記録的な長雨（月
降水量504.5mm　観測史上第1
位）が続き水害とその後の病
果発生により市全体でも2割収
量減となったものの、取組主
体は水害対策と防除の徹底に
努め概ね目標販売高を達成す
ることができている。
課題に対する検証と改善がで
きており、農地の集積も順調
で目標以上に作付面積の拡大
が進んでいる。
機械の導入による軽労化で作
業がしやすくなっている一方
で、面積増加に伴い労働力の
確保に苦慮しており、継続し
た課題となっている。
また、現在高付加価値品種の
導入も検討しており、ニーズ
にこたえながら単価の増加を
図る計画となっている。
引き続き安定した生産活動を
継続することで目標達成に向
けて取り組むよう指導した。

令和２年７月豪雨の影
響により、生産量が大
幅に減少したが、防除
の徹底による病課の発
生を最小限に食い止め
たことで、概ね目標を
達成している。
また、事業により導入
した機械を有効活用
し、面積拡大を順調に
進めているため、令和
３年の目標達成は確実
と見込まれている。
一方で、面積拡大に伴
い、労働力確保の課題
が顕在化しているた
め、確保に向けた取り
組みを検討するよう指
導した。

10.8
すいか
433

すいか
190

8,478万円 8.5
すいか
446

すいか
190

8,235万円
尾花沢市
農業再生
協議会

1 荻袋
野菜（す
いか）

出荷方法の見直しと省力化機械の導入により、高品
質で安定的な生産出荷、担い手への園地の集積、労
働力の確保・調整、ブランド化等を推進することで
産地拡大を実現し、総販売額の増加を図る。

R3評価

契約販売に
より、単価
が市場に影
響されない
ため価格補
正を行わな

い
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10a当たり
76.5万円

取組主体ごとの確
定申告等を基に現
状の販売額と目標
年度の販売額を比

較する。

-56.3%

　10a当たり販売額は目標値
に達しなかったが、樹体育
成の成果が着実に出始めて
おり、前年と比較して収量
が向上している。
　更なる収量の増加に向け
て、引き続き適切な栽培管
理により樹体育成に努める
よう指導を行った。

　取組主体38者のうち
21者については、R2年
度の目標を達成してい
るが、残りの17者につ
いて、天候不順の影響
や害虫被害を受けた。
　また、一部養成中の
園地もあり、十分な収
穫量を確保できていな
い。
　昨年度より面積当た
り単価と生産量は増加
してきているものの、
収穫量が目標値に届か
なかったため、成果目
標は未達成となった。
　今後は、農業技術普
及課と連携して樹体の
養成等適切な栽培技術
管理を行い、収穫量増
加につなげるよう指導
した。

鶴岡市農
業振興協

議会
1

鶴岡市
櫛引
羽黒
鶴岡
温海

果樹(さ
くらん
ぼ、ぶど
う、か
き)

さくらんぼ：安定生産と高品質化を目指し、雨よけ
資材、選果機、冷蔵庫を導入する。
ぶどう：安定生産と高品質化、長期出荷を目指し、
ぶどう棚一体型雨よけ資材、排水資材、冷蔵庫を導
入する。
かき：大玉高品質化を図るため選果機を導入する。

販売額の
10％以上の

増加
【17.8％増

加】

R3評価
果樹

124,221
果樹
1,322

さくらん
ぼ

1,080

ぶどう
497

かき
146

さくらん
ぼ

1,545

ぶどう
751

かき
170

さくらん
ぼ

0.699

ぶどう
0.662

かき
0.859

15.02
果樹

142,067
果樹
1,058

112.0万円
/10a

14.67
85.0万円

/10a
12.13

果樹
105,460

果樹
978

100.1万円
/10a

高畠町農
業再生協

議会
2

高畠、二
井宿、屋
代、亀

岡、和田

果樹（ぶ
どう）

〇ぶどう
・収量や品質の向上等のための雨よけ施設資材、暖
房機、二重被覆資材の導入
・高品質生産のための樹木粉砕機、除草作業の省力
化のための乗用モアの導入
・長期出荷や出荷労力分散を図るための冷蔵庫の導
入

総販売額の
10％以上の

増加
【10.1％増

加】

R3評価218,621 1,058 627 954 0.65726.51
果樹

332,460
果樹
682

231,347千
円

26.6205,811千円 26.51
果樹

322,562
果樹
638

226,597千円
151,965
千円

農業者の売り上げ
伝票等により販売
額の増加率を検証

する。

-259.0%

 生産者の高齢化に伴う栽培面
積の減少や近年頻発してい
る、高温・大雨などの異常気
象の影響を受け、収量及び品
質の確保が課題となってい
る。
　雨よけ施設資材、暖房機、
二重被覆資材の導入により早
期出荷が可能となった。ま
た、樹木粉砕機、乗用モア、
冷蔵庫を導入することで、高
品質生産したものを長期出荷
することが可能になった。
　令和２年度においては、産
地として統一共選を開始する
などブランドの維持・向上に
努めたことで販売単価は堅調
に推移したが、７月豪雨の影
響による裂果の多発と品質低
下により、かなりの減収と
なった。

資材や機械の導入によ
り一定の効果はあった
ものの、７月豪雨の影
響による裂果の多発と
品質低下により、出荷
量の実績が現状を下
回っている。
近年、異常気象が頻発
していることから、今
後、同様の豪雨で被災
した場合でも、被害を
最小限に抑えられるよ
う排水対策を徹底する
よう指導した。

24.4%

目標達成に向け、着実に生
産規模拡大が図られている
が、価格の低迷、生産圃場
の連作障害及び令和2年7月
豪雨の影響により生産量が
伸び悩んでいる状況にあ
る。今後は災害に対するリ
スクを考慮した生産管理と
技術指導による品質向上を
徹底し、販売額の増加を
図っていただきたい。

目標達成に向け、着実
に生産規模拡大が図ら
れているが、当初の目
標設定の高さから達成
率が低調となってい
る。生産圃場の連作障
害、豪雨の影響により
生産量も伸び悩んでい
るため、生産管理の徹
底、災害リスクを考慮
した栽培技術の確立に
より品質・収量の向上
を目指してもらいた
い。

R3評価
リンドウ
1,796,70

5

リンドウ
46

48 54 0.88910.79
リンドウ
2,475,00

0

リンドウ
41

81,855,621円 11.74
73,474,4
54円

（山形もがみ）
もがみ中央農協出
荷分の年間取引実
績表を確認し、検

証する。

鮭川村
戸沢村
大蔵村

露地花き
（リンド
ウ）

・リンドウの生産規模・生産量の拡大に対応するた
め青果物集出荷施設を新設し、農家の所得向上を図
る。(H28)
・鮭川村、戸沢村、大蔵村のりんどう作付面積を拡
大するため、りんどうの新規作付（88a）に必要な資
材（グランドシート、横木、直管パイプ）を導入す
る。(H29)
・鮭川村、戸沢村、大蔵村のりんどう作付面積を拡
大するため、りんどうの新規作付（89a）に必要な資
材（直管シート、グランドシート、黒マルチ、フラ
ワーネット）を導入する。また、りんどうの生産規
模拡大による出荷量の増加に対応するため、結束機
を導入する。(H30)

総販売額の
10％以上の

増加
【55.0％増

加】

64,766,000
円

8.47
リンドウ
1,611,80

0

リンドウ
40

100,400,000
円

大蔵村農
業再生協

議会
2

市場価格の高騰により
補正係数をかけると厳
しい結果となった。離
農や連作障害による面
積の減少・収量の減少
も大きいため、引き続
き担い手の確保、圃場
ローテーション等の連
作障害対策に努めてい
ただきたい。

R3評価
えだま

め
13,181

えだま
め
679

800 1027 0.7795
えだまめ
20,000

えだま
め
400

240,029円/10a 3.73
210,288円

/10a
4.36

えだまめ
17,352

えだま
め
398

232,000円
/10a

真室川町
農業再生
協議会

7
真室川町

全域
えだまめ

・管理機を導入し、うね形成からマルチの被覆作業
の効率化・省力化を図り、生産性向上を目指す。
・能率的な脱莢のため収穫したえだまめの根元を脱
莢機のフィーダーに差し込み、出荷・調製作業を行
い、生産性向上を目指す。

販売額の
10％以上の

増加
【10.3％増

加】

1,821,020円
/10a

構成員の青色申
告書、営農計画
書等により販売
額の増加を検証
する。

167.3%

目標を達成しているもの
の、農業者の高齢化による
離農が影響し作付面積が減
少している。今後若手農業
者による新規・増反面積の
増に期待する。

真室川町
農業再生
協議会

6
真室川町

全域
きゅうり

・マルチスプレーヤを導入し、省力化を図るととも
に効率的な防除作業を行い、生産性向上を目指す。

販売額の
10％以上の

増加
【10.1％増

加】

186,916円
/10a

構成員の青色申
告書、営農計画
書等により販売
額の増加を検証
する。

-107.6%

市場価格が高騰し、取組
主体計画は達成している
が、価格補正後は厳しい
ものがある。
　面積や生産量も農業者
の離農や圃場の連作障害
が影響し減少している。
経営体の強化や新たな人
材の確保に向け努めてい
ただきたい。

R3評価
きゅう

り
116,905

きゅう
り
350

289 357 0.812.2
きゅうり
166,232

-
2,249,419円

/10a
1.82

高単価により販売金額
の目標は達成している
が、離農の影響で作付
け面積が減少してお
り、それに伴い収量も
減少している。担い手
確保・若手生産者の技
術向上、計画的な農地
拡大について引き続き
指導を行う。

1,557,886円
/10a

2.15
きゅうり
158,240

-
1,715,212円

/10a

真室川町
農業再生
協議会

5 及位地区
ブロッコ
リー

・パイプハウスを導入し、育苗管理を徹底する。
・うね内部分施用機を導入し、うね形成と施肥を同
時に行い、省力化を図る。
・乗用管理機を導入し、効率よく高精度な防除作業
を実現する。
・トラクター（30ｐｓ）を導入し適切な圃場管理を
実現する。
・製氷機を導入し、出荷時の鮮度を維持する。(H30)

販売額の
10％以上の

増加
【1,112％増

加】

54千円
/10a

税務申告における
収支決算書等によ
り販売額の増加を

検証する。

5.7%

令和2年度は、生産圃場にマ
ルチ掛けするなど収量確保
に努めているが伸び悩んで
いる。今後も適切な圃場の
選定、薬散防除・除草対策
を徹底等により目標額に近
づくよう努力をお願いした
い。

R3評価
ブロッ
コリー
9,384

ブロッ
コリー
326

35833千円/10a 4.0
ブロッコ

リー
24,960

ブロッコ
リー
216

400千円/10a

規模拡大を進めている
が、人員不足で圃場の
管理に手が回らず適期
作業ができない実情が
ある。除草対策とし
て、マルチ栽培を増や
したところ生育が順調
に進み、品質がよいも
のが収穫できるように
なったため、今年は定
植機も導入し、すべて
の圃場でマルチ栽培を
予定している。団地化
支援チームが定期的な
生育状況の確認、圃場
選定や排水対策の指導
に入っていることから
も改善が見込まれる。

293 1.22220
ブロッコ

リー
170,000

ブロッコ
リー
470

44千円/10a 6.96
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201千円
/10a

販売伝票の突合に
よる販売額の検証

275.0%
柿
229

166千円/10a

3
エゴマ
1,500

エゴマ
6,750

91千円/10a

　作業の機械化により、効
率的に生産量を増加してい
る。これに伴って、面積当
たりの単価も上昇し、成果
目標を達成することができ
た。

　R2年度も作業の機械
化により、生産量が増
加したことにより、面
積当たり単価と生産量
が増加するとともに、
単価も上昇し、成果目
標を達成した。
　なお、県からの指導
事項はない。

R3評価172,105 325

1,113
（加工）

115
（生）

1,266
（加工）

167
（生）

0.879
（加工）

0.689
（生）

81千円
/10a

販売伝票の突合に
よる販売額の検証

-32.6%

　面積は順調に拡大してお
り、これに伴い収量も増し
ている。売上について、道
の駅への出荷が大多数とい
うこともあり、コロナ渦の
影響で大幅に落ち込んだ。

　R2年度も面積は順調
に拡大しており、これ
に伴い収量も増してい
るが、道の駅への出荷
が大多数ということも
あり、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で大
幅に落ち込んだ。
　昨年度より生産量は
増加してきているもの
の、面積当たり単価と
販売単価が目標値に届
かなかったため、成果
目標は未達成となっ
た。
　今後は、コロナ禍で
非常に難しい状況では
あるが、販売先の確保
に努めるよう指導し
た。

20
柿

128,250
柿
258

280千円/10a 20

3.7 R3評価1,850 1,833 6,080 6,840 0.889

遊佐町農
業振興協

議会
4 遊佐 柿

①かき選果機を導入することにより、選果選別作業
の効率化と処理量の増加を図る
②かき皮むき機を導入することにより、皮むき工程
作業の効率化と処理量の増加を図る

販売額の
10％以上の

増加
【13.7％増

加】

遊佐町農
業振興協

議会
3 杉沢 エゴマ

・農業機械導入による生産量の増加と、安定的な生
産体制の確立

販売額の
10％以上の

増加
【134.0％増

加】

144千円/10a 1.2
エゴマ
480

エゴマ
3,600

337千円/10a

146千円/10a 20
柿

127,625

酒田市農
業再生協

議会
8 浜中

施設野菜
(メロ
ン）

パイプハウス資材導入による作付面積拡大、機械導
入による生産量の増加及び高品質化

販売額の
10％以上の

増加
【33.9％増

加】

枝豆
921

598 748 0.799

75.2%

企画販売増及び高値販売に
より販売額の増加となっ
た。今後も作付け計画及び
販売計画のさらなる検討を
支援していく。

　目標どおりの収穫量
を確保でき、企画販売
や高値販売で販売額増
加に努めている。
　面積当たり単価は増
加してきており、生産
量も目標を達成してい
たが、単価が現状年度
からの地域の伸び幅に
追い付かず、成果目標
は未達成となった。
　今後は、酒田農業技
術普及課と連携して今
後の作付計画を検討す
ることで、現状の収穫
量を確保するよう指導
した。

2
枝豆
4,520

枝豆
1,173

113.8千円
/10a

2.6
91.0千円
/10a

販売伝票の突合に
よる販売額の検証

-5.0%

機械リースにより、効率的
に収穫ができていたが、長
雨の影響を受け収量低下と
なった。

　R2年度は、7月からの
長雨により生産量が減
少した。
　前年度より面積当た
り単価は増加してきて
いるものの、生産量が
目標値に届かなかった
ため、成果目標は未達
成となった。
　今後は、農業技術普
及課と連携して長雨対
策を講じて収穫量増加
につなげるよう指導し
た。

酒田市農
業再生協

議会
12 上田 枝豆

農業機械導入による生産量の増加と、安定的な生産
体制の確立

販売額の
10％以上の

増加
【167.0％増

加】

99.3千円
/10a

※H26-H28平
均

2.0
枝豆
2,918

枝豆
681

265.1千円
/10a

343 391 0.87716.49
メロン
410.0

メロン
404

1,074千円
/10a

16.49
750千円/10a

※H28年度
16.37

メロン
409.2

メロン
300

1,004千円
/10a

941千円
/10ａ

販売伝票の突合に
より確認する。

R3評価
枝豆
3,164

R3評価
メロン
411.0

メロン
410.5

R3評価
野菜

504,427
野菜
904

えだまめ
614

ねぎ
231

えだまめ
724

ねぎ
259

えだまめ
0.848

ねぎ
0.892

193.72
野菜

677,267
野菜
842

27.9万円
/10a

163.2
26.7万円

/10a
145.36

野菜
457,515

野菜
850

29.4万円
/10a

鶴岡市農
業振興協

議会
2

鶴岡市
鶴岡
羽黒
藤島
櫛引

露地野菜
（えだま
め、ね
ぎ）

えだまめ：収穫量向上と高品質化を目指し栽培管理
の徹底に向けて管理機械・集出荷加工機械等を導入
する
ねぎ：収穫量向上と高品質化に向けて収穫作業機等
の導入を進める。

販売額の
10％以上の

増加
（16.1％）
【10.1％増

加】

10a
当たり
23.7
万円

取組主体ごとの確
定申告等を基に取
組主体が設定した
露地野菜の販売額
を積算する。

販売額の積算値が
10％増なら、10％
の販売額の増加と

なる。

-111.1%

　7月28日の豪雨災害や長雨
の影響による収穫量の減少
に伴い、10a当たり販売額が
目標を下回った。
　次年度以降の目標達成に
向け、排水対策等の栽培管
理に努めるよう指導した。

　取組主体40者のうち
12者については、R2年
度の目標を達成してい
るが、残りの28者につ
いて、7月の豪雨災害や
天候不順、新型コロナ
ウイルス感染症の影響
を受け、収穫量が減少
した。
　その結果、面積当た
り単価と生産量が減少
し、成果目標は未達成
となった。
　今後は、農業技術普
及課と連携して排水対
策等の栽培技術管理を
行い、収穫量増加につ
なげるよう指導した。



（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H
29

ha t t
H
32

ha t t R2 ha t t92.7

米契約栽培の割合
は、契約書及び領
収書等により契約
率の増加を検証す

る。

123.5%

R２年度において、目標を
達成することができてい
る。今後さらに契約数量を
増加させ、経営の安定化と
産地の拡大に努めて頂きた
い。

R3評価24 138.7 74.4
契約栽培の
割合65.4%

25.4 141.7

R2年度において目標を達成
することができた。今後も
契約数量を維持・増加でき
るように支援していく。

舟形町農
業再生協
議会

8 太郎野 水稲

①調製施設を整備（新設）し、生産規模の拡大と生
産量の増加を図る。
②販売価格の安定している契約栽培の取組みを拡大
し、収益を確保する。
③農地中間管理事業を活用して経営面積を拡大す
る。また、農地を集約し作業効率向上を図る。

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上
【50.3％増

加】

契約栽培の
割合
3.3%

18.9 109.8 3.6
契約栽培の

割合
53.6%

都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価



（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 年
度

面積
事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

該当なし



（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

年
度

面積 総出荷量又は 輸出向出荷量

総出荷額 又は出荷額 総出荷額 又は出荷額 総出荷額 又は出荷額

総出荷量又は 輸出向出荷量 年
度

面積 総出荷量又は 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 輸出向出荷量

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

該当なし



（６）労働生産性の10％以上の向上

単
位

単
位

単
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単
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単
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単
位

単
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単
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単
位

単
位
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位

単
位

単
位

単
位

（注１）「整理番号」欄には、地域協議会等ごとの産地パワーアップ計画の整理番号を記載すること。

（注２）果樹の改植を行う場合は、「作物名」欄に対象品目、品種を記載すること（都道府県事業実施方針に定める対象品目、品種に限る）。

（注３）（２）及び（６）の「地域(県又は国を含む)の価格（販売単価）」欄については、事後評価時に使用するものとし、地方卸売市場取引価格などを基に事業実施前年度と、目標年度の価格（販売単価）を記載すること。　なお、分みつ糖の計画の場合は、販売価格に国内産糖交付金を加えること。

（注４）（２）及び（６）の「補正係数」欄については、事後評価時に使用し、「地域（県又は国を含む）の事業実施前年度の価格（販売単価）÷地域（県又は国を含む）の目標年度の価格（販売単価）」により算出した値を記載し、「価格補正後の実績」欄には、「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量」又は

　　　　「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量－生産コスト」で算出した額をもって現状及び目標と対比可能な数値を記載すること。また、「達成率」欄については、「価格補正後の実績」欄に記載の数値をもって算出すること。なお、「補正係数」は小数点以下４桁目を四捨五入し、小数点以下３桁とすること。

　　　　ただし、予め価格を固定した契約取引など、市場の需給といった外的要因等による価格変動が生じないときは、価格補正は行わないものとする。

（注５）（５）の「成果目標」欄については、実施要領第４の５の（１）の⑤に基づき設定した成果目標の内容を記載すること。

（注６）「都道府県の評価」欄については、実績時及び事後評価時に使用するものとし、①産地の現状、課題・問題点、②本事業の取組や産地独自の取組による効果や成果目標の達成状況、③実績等が現状を上回る又は下回る場合の具体的な要因、④達成状況が低調な場合における具体的な指導内容等を記載すること。

（注７）取組のない場合であっても、（１）～（６）は削除しないこと。

（注８）中山間地域所得向上支援事業と連携する産地パワーアップ計画である場合、特別枠（スマート農業推進枠）を利用する当該計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。

（注10）スマート農業推進枠を利用する計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。また、スマート農業推進枠を活用して技術を円滑に導入・定着させるための取組を農業機械等の導入に併せて実施する場合は「スマート農業推進枠」に取組内容を記入すること。

（注11）畑輪作確立枠を利用する計画の場合は、別添（畑輪作確立枠計画書（実施状況報告書兼評価報告書））を添付するすること。

（注12）総合所見欄は、評価報告の際に各取組ごとの都道府県の評価を記載すること。

スマート農業推進枠

年
度 導入・定着の取

組の実施内容

都道府県
平均達成

率
57.4% 総合

所見

対象地区３８件のうち未達成は２３件で、果樹や野菜を対象とする計画や販売額または所得額の向上を目標とする計画において達成率が低かった。。
水稲においては、農薬等の資材価格の値上がりと天候不順に対応するための資材購入により目標を達成できない計画があった。資材購入や雇用におけるコスト低減の取り組みを徹底するよう指導
していく。
果樹においては、降雹被害や7月の豪雨、黒星病等の病害発生による生産量の低下がみられ、目標達成に至らない地区があった。気象変動や災害への対策並びに効果的な病害対策を進めていく。
野菜においても、降雹被害や7月の豪雨、天候不順による病害発生の増加から生産量が伸びない地区があった。排水不良対策や効果的な病害防除を指導し、生産の安定化を指導していく。
花きでは、大雨被害や連作障害による生産量の頭打ちがみられることから、災害リスクや輪作を考慮した作付けを進めるなどの対策を指導していく。
そのほか、新型コロナウイルス感染症の拡大により需要が減少し、販売量、販売額が低下する品目がみられたことから、販路拡大や生産計画の見直しについて指導していく。

事業実施
前年度

目標年度
出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

生産量又は  価格(販売単価) 労働時間 年
度

年
度

面積

出荷量 出荷量

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価
面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間

該当なし


